
小
浜
市
災
害
対
策
本
部

と
し
て
台
風
二
十
三
号

へ
の
対
応
に
関
し
、
問
題
点
・
反

省
点
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
を
問
う
。

大
規
模
な
停
電
で
、
音

声
告
知
放
送
が
不
徹
底

で
あ
っ
た
。
災
害
時
の
行
動
マ
ニ

ュ
ア
ル
が
職
員
に
浸
透
し
て
い
な

い
。
自
主
防
災
組
織
の
普
及
啓
発

や
育
成
を
推
進
す
る
。

新
た
に
作
成
さ
れ
た
小

浜
市
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ

ン
実
現
へ
の
取
り
組
み
を
問
う
。

旧
村
を
単
位
と
し
た

「
地
区
水
田
農
業
推
進

協
議
会
」
お
よ
び
「
集
落
営
農
推

進
委
員
長
」
を
設
置
し
て
、
農
業

者
に
よ
る
主
体
的
な
水
田
農
業
改

革
を
推
進
す
る
。
農
業
生
産
の
主

体
を
担
う
「
担
い
手
」
お
よ
び
地

域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
最
大
の
課

題
と
認
識
す
る
。

学
校
で
の
性
教
育
と
保

護
者
と
の
連
携
に
つ
い

て
問
う
。

学
校
だ
よ
り
の
利
用
や

参
観
授
業
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で

性
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
す
る

な
ど
し
て
推
進
す
る
。

全
国
各
地
で
頻
繁
に
発

生
す
る
児
童
の
連
れ
去

り
事
件
に
お
け
る
本
市
の
対
応
に

つ
い
て
。

本
市
に
お
い
て
も
二
件

の
不
審
者
情
報
が
あ
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通　告　者 

池 尾  正 彦 

西 本  正 俊 

石 野    保 

藤 田  善 平 

上 野  精 一 

山 本  益 弘 

風 呂  繁 昭 

下 中  雅 之 

宮 崎  治宇蔵 

井 上  万治郎 

三 木    尚 

清 水  正 信 

垣 本  正 直 

発　言　の　内　容 
１．風水害の防災体制について 

２．小浜市水田農業ビジョン実現への取り組み 

３．学校における性教育について 

１．児童連れ去り事件について 

２．（仮称）総合防災課について 

３．三位一体改革について 

１．教育行政を問う 

１．ごみ行政について 

１．教育行政を教育長に問う 

２．条例に基づく食のまちづくりについて 

１．通学区域審議会条例制定と教育施設について 

２．町並み環境整備について 

３．プロジェクトチームについて 

１．青少年団体の地域活動支援について 

２．「食育文化都市」宣言について 

３．小浜小学校基本計画プロポーザルについて 

１．防災対策について 

２．農業課題を問う 

３．教育環境について 

４．市町村合併について 

１．舞鶴若狭自動車道と小浜IC周辺整備について 

２．保育園の統廃合と民営化について 

３．学童保育について 

１．防犯のまちづくりについて 

２．エイズ、ＳＴＤの予防教育について 

３．「御食国若狭おばま」について 

１．行政サービスおよび市民意識の向上について 

２．教育問題について 

３．地域活性化と観光対策について 

１．三位一体改革による予算への影響を問う 

２．雇用問題と企業誘致について問う 

３．有害獣（猪・鹿・猿・熊）対策を問う 

４．構造改革特区について 

１．三位一体改革について 

２．学校生活支援員・補助教員の配置について 

３．原子力発電に関する問題 

４．国民保護法について 

12月定例会の一般質問は、13日、14
日の両日行われ、13名の議員が市政各
般にわたり、一般質問を行いました。 

一般質問の原稿は、各発言議員が作成 
しています。 

一般質問発言通告一覧表 一般質問発言通告一覧表 一般質問発言通告一覧表 
（平成１６年第６回１２月小浜市議会定例会） 

る
。
複
数
に
よ
る
登
下
校
の
実
施

や
保
護
者
、
地
域
と
の
連
携
に
よ

り
対
応
し
て
い
る
。

来
年
度
新
た
に
設
置
さ

れ
る
（
仮
称
）
総
合
防

災
課
に
つ
い
て
そ
の
性
格
や
原
子

力
防
災
、
自
主
防
災
組
織
の
確
立
、

国
民
保
護
法
へ
の
対
応
そ
し
て
危

機
管
理
監
設
置
の
観
点
か
ら
理
事

者
を
質
し
た
。

福
井
豪
雨
や
美
浜
原
発

の
事
故
ま
た
本
市
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
二

十
三
号
を
踏
ま
え
危
機
管
理
を
担

当
す
る
課
を
設
置
す
る
。

政
府
の
進
め
る
三
位
一

体
の
改
革
の
本
市
に
対

す
る
本
年
度
と
来
年
度
へ
の
影
響

に
つ
い
て
質
問
し
、
本
市
の
行
政

運
営
の
進
む
べ
き
方
向
性
に
つ
い

て
更
な
る
行
政
の
ス
リ
ム
化
と
民

間
資
金
の
活
用
が
必
要
と
の
観
点

か
ら
理
事
者
を
質
し
た
。

学
校
教
育
の
理
念
お
よ

び
将
来
に
対
す
る
構

想
、
そ
し
て
目
指
す
方
向
性
は
。

池尾 正彦 議員

問
①

問
①

問
①

問
②

問
②

問
③

問
③

答

答

答

答

答

西本 正俊 議員

清水 正信 議員



「
生
き
る
力
の
育
成
」

は
教
え
る
指
導
だ
け
で

育
つ
も
の
で
は
な
く
、
集
団
に
お

け
る
切
磋
琢
磨
が
あ
っ
て
育
つ
。

教
育
と
は
「
教
え
る
」

こ
と
で
な
く「
育
て
る
」

こ
と
。
適
切
な
数
の
学
習
集
団
で

「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め
校
区

見
直
し
、
統
廃
合
は
緊
急
を
要
す

る
課
題
、
将
来
構
想
に
基
づ
く
方

向
性
、
納
得
で
き
る
全
体
計
画
が

な
い
場
当
た
り
な
教
育
行
政
で
は

市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
の
で

は
。

地
域
住
民
の
方
々
と
よ

く
相
談
し
、
小
浜
市
の

将
来
を
考
え
、
校
区
再
編
に
取
り

組
む
。

社
会
の
変
化
に
対
応
す

る
力
が
必
要
で
な
い

か
。

今
変
え
る
力
と
そ
の
ス

ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
考
え
る
。

ご
み
行
政
に
つ
い
て

ご
み
処
理
施
設
の
現
状

は
。

昨
年
の
焼
却
量
は
一
万

三
千
ト
ン
、
最
終
処
分

場
の
埋
立
て
は
四
千
ト
ン
、
ガ
レ

キ
類
で
二
千
ト
ン
で
あ
り
、
経
費

は
三
億
八
千
四
百
万
円
、
市
民
一

人
当
た
り
約
一
万
一
千
円
で
あ

る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
平

成
十
七
年
三
月
で
埋
立
て
を
終
了

の
予
定
で
あ
り
、
現
在
、
中
名
田

地
区
で
新
施
設
の
建
設
を
平
成
二

十
年
三
月
竣
工
の
予
定
で
計
画
し

て
い
る
。

新
施
設
竣
工
ま
で
の
対

応
は
。

暫
定
的
に
近
隣
町
村
へ

持
込
み
を
依
頼
し
協
議

中
で
あ
る
。
ガ
レ
キ
類
の
処
分
に

つ
い
て
は
産
業
廃
棄
物
と
し
て
、

事
業
者
の
責
任
で
処
分
を
お
願
い

し
た
い
。

ご
み
減
量
化
対
策
は
。

四
月
か
ら
予
定
し
て
い

る
紙
類
と
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
の
分
別
収
集
と
学
校
や
食
文

化
館
で
、
食
育
と
し
て
生
ご
み
リ

サ
イ
ク
ル
を
取
り
上
げ
て
い
く
。

ま
た
、
生
ご
み
処
理
機
の
継
続
使

用
を
啓
蒙
し
、
ご
み
の
減
量
化
を

進
め
る
。

食
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

が
施
行
さ
れ
三
年
、
基

本
理
念
に
基
づ
い
て
推
進
す
る
も

の
と
し
て
、
各
分
野
を
検
証
す
る

中
で
、
魂
が
入
り
切
れ
て
い
な
い

が
所
見
を
伺
う
。

身
土
不
二
の
考
え
に
基

づ
く
地
産
地
消
を
推
奨

す
る
に
は
大
気
、
森
、
川
、
土
壌
、

水
等
環
境
保
全
に
取
り
組
ま
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
教
育
委
員
会
体

育
課
お
よ
び
多
く
の
子
供
が
出
入

り
を
す
る
若
狭
総
合
公
園
に
お
け

る
除
草
剤
の
使
用
は
、
害
の
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
見
直
し
た
い
。農
、

漁
集
落
排
水
は
自
然
界
へ
の
影
響

が
な
い
よ
う
法
的
基
準
の
ク
リ
ア

に
と
ど
ま
ら
ず
、
質
の
良
い
も
の

に
し
て
い
き
た
い
。
土
づ
く
り
は

農
業
政
策
の
根
本
で
あ
り
、
水
田

農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
の
中
で
取

り
組
み
た
い
。
ま
た
、
有
機
栽
培

の
推
進
、
拡
大
に
担
い
手
等
の
育

成
を
支
援
し
た
い
。
全
職
員
が
環

境
問
題
を
認
識
し
取
り
組
む
た
め

に
も
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
定
取
得
を
し

た
い
。
各
分
野
を
検
証
し
今
後
そ

れ
ぞ
れ
に
魂
を
入
れ
て
い
き
た

い
。

小
浜
小
教
育
施
設
に
つ

い
て
。

今
年
度
は
基
本
設
計
に

向
け
て
業
者
を
選
定
す

る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会
を

立
ち
上
げ
建
設
準
備
委
員
会
の
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
を
生
か
し
、
十
七

年
二
月
に
業
者
決
定
し
基
本
設
計

を
作
成
す
る
。
南
川
町
、
後
瀬
町

等
周
辺
の
多
く
の
入
学
希
望
に
も

応
え
る
た
め
、
公
約
で
あ
る
平
成

二
十
年
四
月
に
開
校
す
る
。

町
並
み
環
境
整
備
に
つ

い
て
。

全
国
自
治
体
の
景
観
条

例
の
指
針
と
な
る
国
の

景
観
法
が
こ
の
十
二
月
に
施
行
さ

れ
る
。
こ
の
景
観
法
の
規
定
に
従

う
景
観
行
政
に
取
り
組
む
た
め
、

景
観
条
例
を
本
年
度
中
に
制
定

し
、
そ
の
後
市
民
、
事
業
所
、
関

係
機
関
と
協
働
で
景
観
計
画
を
策

定
す
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
否
定
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
平
成
十
二
年
に
十
八
チ

ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
後
四
チ

ー
ム
加
え
二
十
二
チ
ー
ム
の
中
、

位
置
付
け
、
必
要
性
、
並
び
に
提

言
、
成
果
を
問
う
。

目
的
達
成
も
あ
る
が
時

間
を
要
す
る
も
の
、
可

能
性
と
し
て
難
し
い
も
の
等
、
精

査
、
整
理
し
て
検
証
す
る
。

青
年
の
地
域
活
動
支
援

と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
に
つ
い
て
。

過
日
第
一
回
目
の
会
議

を
開
き
、
今
後
の
検
討

に
入
っ
た
。
青
年
層
の
組
織
活
動

に
期
待
し
て
い
る
。
今
後
新
し
く

生
ま
れ
る
各
地
域
の
青
年
組
織
に

対
し
て
支
援
し
て
い
く
。

食
育
文
化
都
市
宣
言
と

市
民
意
識
の
向
上
、
具

体
策
に
つ
い
て
。

食
の
ま
ち
づ
く
り
全
体

の
質
の
向
上
を
図
り
、

さ
ら
に
市
民
・
事
業
者
各
位
に
そ

の
浸
透
と
合
わ
せ
理
解
を
深
め
た

い
。
二
月
に
食
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
大
会
を
開
催
す
る
。
今
後
は
自

然
と
の
共
生
、ビ
オ
ト
ー
プ
計
画
、

環
境
調
和
型
農
業
、
有
機
・
減
農

薬
の
推
進
と
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

の
育
成
等
を
進
め
た
い
。

【5】 市議会だより

風呂 繁昭 議員

問
①

問
①

問
①

問
②

問
②

問
②

問
②

問
③

問
③

問
③

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答 答

上野 精一 議員

問
①

石野　保 議員

垣本 正直 議員


